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学校規模適正化の取組状況について 

 

１ 第４回委員会開催後に実施した意見交換等 

⑴ 市 PTA連合会会員 

日 時：令和７年２月 27日（木）、19:00～19:45 

場 所：釜石東中学校 多目的室 

参加者：市Ｐ連会員他、計 21名 

【主な発言等】 

・ 釜石中のような市街地だと、学区も広域になり、スクールバス、送り迎えの車の出入りが激

しくなると思う。車の往来が多くなるし、保護者の方の出入りする車を置く場所を確保でき

るかどうかといった事も含めて今後検討していかなければならないと思う。 

・ 栗林小学校の統合と東中の小中一貫について。どういう段階で進めるのか。栗林小が統合す

るにあたって小中一貫教育を導入するのか、統合してからなのか。 

⇒（教委）先に栗林小と鵜住居小の統合を考えている。小中一貫教育の導入には、カリキュ

ラムの作成などにも時間が掛かることが想定されるので、統合してから小中一貫教育の準備

を進めることで考えている。小中一貫教育の導入は先になるというイメージでいる。 

・ 統合後の名称はどうするのか、あと、空いた校舎の利活用についても考えていかなければな

らないと思うが、何かあれば教えてほしい。 

⇒（教委）統合後の名称については、統合が決まった学校同士で、統合するまで準備委員会

を設置しようと思っている。そこで校名とかスクールバスのルートとかについて、両校で集

まって協議をしていくことになると思っている。 

⇒（教委）空いた校舎の利活用については、実際まだ検討が始まっていない。教育委員会だ

けで検討するといったことにはならないので、市全体で利活用について検討する必要がある

と思う。今後の検討ということでご理解いただきたい。 

・ 統合を見据えて、今通っている小学校の学区から外れて引越ししましたとなった場合に、転

校の必要はあるのか。今通っている小学校から、将来を見据えて別の場所に引っ越した場

合。学区外になるのだが。 

⇒（教委）今通っている小学校があって、転居すれば学区外になってしまうが、今通ってい

る小学校にそのまま通いたいということか。 

⇒そう。 

⇒（教委）教育委員会に学区外通学の申請をすれば認められるケースになると思われる。 

・ 小学校を統合した場合、学童の体制も併せて検討しているのか。遠距離になると預ける親が

増えると思うが、今みたいに 1校に対し 1学童なのか、それとも元々の小学校の地域に学童

を置いてそちらでも見れるようにするのか、といった検討はしているのか。 

⇒（教委）統合した先にある学童を利用することが基本。ただし、統合により利用人数が増

え、そこの学童では賄いきれなくなることも想定される。その場合は、元々の学校の学童の

利用も検討していく。長期休業中についてはできれば今ある栗林の方が良いという声も聞い

ている。担当部署とも今後検討していく。 
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 ⑵ 鵜住居地域会議   

日 時：令和７年３月 27日（水）、13:55～14:45 

場 所：鵜住居地区生活応援センター 

   参加者：議長、副議長 

 【主な発言等】 

・ 栗林小は、地域との繋がりがあり小学校を中心として一体化した活動を行っているが、この、

入学児童が一人とかゼロとかになると成り立たない。そういう状況なので統合は理解できる。 

⇒（教委）栗林地区は郷土芸能が盛ん。地域の人達からは、新しい学校でも引き継いでやって

もらいたいと言われている。 

・ 学校は地域のコミュニティの中心でもあり、災害発生時の避難所としても活用されている。 

・ 中学校だが、まちの方で 1校と、東中 1校の体制を考えていようだが、東中が心配。人数は減

っていくので、部活動やスポーツでも何でもいつまでできるのかわからない。 

・ 教育委員会は積極的に、子どもたちのためにという気持ちでガンガン進めればよい。順調に進

めば実際にいつから統合となるのか。 

⇒（教委）令和 9年度の入学児童が一人といった状況になるので、令和 9年には統合したいと

考えている。 

・ 小中一貫校としていくなら、学校の統合と並行して急いで進めなければならないのでは。 

⇒（教委）まずは、課題の整理、メリット・デメリットの確認、カリキュラムの検討などを進

め、我々もしっかりと小中一貫教育の良いところを説明できるようにする必要があると考えて

いる。 

・ 統合を進めるなら、2年くらい前から、通学についてや色々な疑問点を確認していかなければ

ならないと思う。 

⇒（教委）栗林小の保護者からは、事前の交流が必要だといった声も上がっている。 

・ 学校がなくなるとしても、寂しいと思う人の学校に対する思い等も記録誌にしっかり残しても

らえれば、納得してもらえるのではないか。 

・ 両石は、いまは 3，4人の児童生徒しかいない。タクシー1台で通学している。昔はバス、その

後タクシー2台、そして今はタクシー1台になってしまった。 

・ いま釜石東中では 50周年の事業を進めているが、2，3年前から取組を始めていればよかった

のかもしれない。栗林小の統合ではそういったことが無いように進めてもらえればよい。 

・ 特に低学年の子たちが、急に大きな学校に行って馴染めるかどうかが心配。 
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⑶ 各小中学校ＰＴＡ総会での説明 

   各小中学校のＰＴＡ総会の場で、現時点での教育委員会の学校規模適正化・適正配置の考

え方、方向性について説明を行っています。（配布資料は【資料 1-2】のとおり） 

 

 実施日 会場・参加者数 

1 令和７年４月 19日（土） 平田小学校・約 50人 

2 ４月 19日（土） 鵜住居小学校・約 60人 

3 ４月 24日（木） 釜石東中学校 

4 ４月 25日（金） 小佐野小学校 

5     ４月 25日（金） 釜石小学校 

6     ４月 26日（土） 双葉小学校 

7     ４月 26日（土） 唐丹小・中学校 

8     ４月 28日（月） 甲子中学校 

・栗林小、白山小は、ＰＴＡ会員に説明済であることから総会へは出席しない 

・釜石中、大平中、甲子小は、ＰＴＡ会員全員へ資料を配布する 

※資料配布及び説明のみ実施。質問等がある場合は直接教育委員会へ連絡を頂

くこととする 

 

 


